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神学院祭 2020 を終えて
福岡カトリック神学院

新たな召命のお恵みを願って
長崎カトリック神学院

義
務
の
免
除
」
▼
８
月
22
日

付
「
免
除
が
９
月
末
ま
で
延

長
」
▼
11
月
13
日
付
「
長
崎

大
司
教
区
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」（
下
記
を
参
照
）
発
表
。

中
止
と
な
っ
た
主
な
行
事

　

▼
５
月
３
日 

広
島
教
区
の

津
和
野
・
乙
女
峠
ま
つ
り
▼

５
月
４
日 

教
区
評
議
会
総
会

（
そ
の
後
５
月
31
日
と
９
月

21
日
に
実
施
）
▼
５
月
10
日 

井
持
浦
ル
ル
ド
祭
▼
５
月
17

日 
雲
仙
殉
教
祭
▼
８
月
９
日 

平
和
祈
願
祭
（
浦
上
小
教
区

主
催
と
し
て
実
施
）
▼
８
月

15
日 

佐
世
保
地
区
・
聖
母

平
和
祈
願
祭
▼
９
月
20
日 

福

者
カ
ミ
ロ
・
コ
ン
ス
タ
ン

ツ
ォ
神
父
殉
教
記
念
ミ
サ
▼

９
月
27
日 

聖
ト
マ
ス
西
と
十

五
殉
教
者
記
念
ミ
サ
（
中
町

小
教
区
主
催
と
し
て
実
施
）

▼
10
月 

島
原
・
天
草
殉
教

祭
▼
10
月
25
日 

大
村
殉
教
祭

中
止
や
延
期
と
な
っ
た

各
委
員
会
の
主
な
活
動
・
行
事

【
平
和
推
進
】
８
月
広
島
ピ
ー

ス
・
ス
タ
デ
ィ
ー
、沖
縄
平

和
学
習
は
中
止
。

【
福
祉
】
手
話
講
座
は
中
止
。

ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
活
動
は
一

時
中
止
の
時
期
あ
り
。
２
０

２
１
年
に
予
定
し
て
い
た
カ

ト
リ
ッ
ク
障
害
者
連
絡
協
議

会
長
崎
大
会
は
１
年
以
上
の

延
期
。
会
議
は
中
止
。

【
人
権
】
外
国
語
ミ
サ
は
中

止
（
状
況
に
応
じ
て
実
施
）。

ゆ
り
の
会
の
集
い
は
中
止
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響

教
区
の
対
応

教
区
の
対
応  
こ
の
１
年

こ
の
１
年

ミ
サ
に
関
す
る
教
区
の
対
応

▼
髙
見
三
明
大
司
教
が
２
月

21
日
付
通
達
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

注
意
」
を
発
表
▼
２
月
29
日

㈯
か
ら
３
月
15
日
㈰
ま
で
主

日
の
ミ
サ
を
中
止
▼
３
月
17

日
「
日
本
の
信
徒
発
見
の
聖

母
ミ
サ
」
と
３
月
20
日
「
司

祭
助
祭
叙
階
式
」
は
参
加
者

を
制
限
▼
３
月
21
日
㈯
夕
方

か
ら
主
日
の
ミ
サ
を
再
開
。

た
だ
し
、
３
月
22
日
と
29
日

の
主
日
の
ミ
サ
の
参
加
義
務

を
免
除
▼
４
月
３
日
付
「
聖

週
間
を
含
め
４
月
30
日
ま
で

の
主
日
と
週
日
の
公
開
ミ
サ

を
中
止
」。
さ
ら
に
４
月
８

日
付
「
公
開
ミ
サ
中
止
〝
厳

守
〟」
▼
４
月
７
日
聖
香
油

ミ
サ
は
司
祭
団
の
み
で
実
施

▼
４
月
９
日
聖
木
曜
日
に
長

崎
教
区
と
し
て
初
め
て
典
礼

祭
儀
を
ラ
イ
ブ
配
信
▼
４
月

24
日
付
通
達
で
、政
府
が
発

令
し
た
「
緊
急
事
態
宣
言
」

期
間
中
は
現
状
の
対
応
を
維

持
す
る
こ
と
を
発
表
▼
「
緊

急
事
態
宣
言
」
の
５
月
14
日

「
解
除
」（
一
部
都
道
府
県
を

除
く
）
を
受
け
、翌
15
日
に

大
司
教
が
「
５
月
16
日
以
降

の
主
日
・
週
日
ミ
サ
な
ど
の

再
開
、教
会
活
動
の
再
開
」

を
発
表
▼
８
月
４
日
付
「
８

月
末
ま
で
主
日
ミ
サ
の
参
加

三
位
一
体
の
神
秘
に
つ
い
て
、

そ
の
三
つ
の
位
格
間
に
お
け

る
区
別
に
つ
い
て
の
定
義
が

確
立
す
る
前
の
３
世
紀
初

頭
、教
父
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス

は
、御
父
と
御
子
の
違
い
を
、

御
父
は
「
苦
し
み
を
共
に
し

た
（compassus est

）」
方
、

御
子
は
「（
直
接
）
苦
し
ま

れ
た
（passus est

）」
方
で

あ
る
と
表
現
し
た
▲
神
は
本

来
何
一
つ
欠
け
る
所
の
な
い

お
方
な
の
で
、そ
の
本
性
に
お

い
て
苦
し
み
を
被
る
と
い
う

こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
と
こ

ろ
が
御
子
は
受
肉
に
よ
っ
て

肉
体
を
ご
自
身
の
も
の
と
さ

れ
た
の
で
、そ
の
肉
体
に
お
い

て
直
接
苦
し
み
を
被
る
お
方

と
な
ら
れ
た
。
一
方
で
御
父

は
肉
体
を
持
た
な
い
の
で
直

接
苦
し
み
の
対
象
と
な
る
こ

と
は
な
い
が
、御
子
と
の
本
性

的
な
つ
な
が
り
に
お
い
て
、苦

し
み
を
共
有
す
る
方
で
あ
る

と
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
御
父
と
御
子
の
つ
な
が

り
を
「
苦
し
み
」
と
表
現
し
、

そ
の
位
格
に
お
け
る
区
別
を

「
苦
し
み
へ
の
参
与
の
仕
方
の

違
い
」
と
し
て
説
明
し
た
の

で
あ
る
▲
現
代
の
カ
テ
キ
ズ

ム
が
「
唯
一
の
神
性
、三
位
の

ペ
ル
ソ
ナ
」
と
表
現
す
る
神

秘
を
、教
父
た
ち
は
ど
れ
ほ
ど

イ
メ
ー
ジ
豊
か
な
言
葉
で
表

現
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
こ

と
か
。「
神
性
」や「
ペ
ル
ソ
ナ
」

と
い
う
抽
象
概
念
の
代
わ
り

に
、「
苦
し
み
」
と
い
う
経
験

を
通
し
て
神
を
観
想
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
苦
し

む
他
者
を
想
っ
て
味
わ
う
痛

み
は
、彼
ら
に
と
っ
て
は
神
と

の
一
致
の
場
で
も
あ
っ
た
の

だ
▲
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
か

ら
お
よ
そ
２
０
０
年
後
、聖
ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、御
父
と

御
子
を
結
ぶ
苦
し
み
の
そ
の

源
泉
こ
そ
「
愛
」
で
あ
る
と

表
現
す
る
の
で
あ
る
。�

（
通
）

　

10
月
24
日

（
土
）
か
ら
25

日
（
日
）
に
か

け
て
、長
崎
カ

ト
リ
ッ
ク
神
学

院
で
召
命
の
集

い（
一
泊
体
験
）

が
行
わ
れ
た
。

　

松
田
聡
史
院

長
は
今
回
の
集

い
開
催
に
あ
た

り
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
に

あ
っ
て
、ず
い
ぶ
ん
迷
っ
た
け

れ
ど
も
、こ
の
集
い
が
神
学

生
の
召
命
の
直
接
的
な
き
っ

か
け
と
し
て
毎
年
大
き
な
力

と
な
っ
て
い
る
た
め
、感
染
防

止
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な

が
ら
、神
様
の
ご
加
護
も
願

い
つ
つ
開
催
に
踏
み
切
ら
せ

て
い
た
だ
い
た
」
と
述
べ
た
。

　

今
回
の
集
い
は
、密
を
避

け
る
た
め
人
数
を
制
限
し
て

の
集
い
と
な
っ
た
。
長
崎
県

内
か
ら
小
学
生
７
人
の
参
加

が
あ
り
、神
学
生
と
一
緒
に
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
祈
り
、夕

食
を
共
に
し
、神
学
院
で
の
一

日
の
生
活
を
体
験
し
た
。

　

現
在
小
神
学
生
の
人
数
は

12
人
、う
ち
長
崎
教
区
は
９

人
（
ほ
か
福
岡
教
区
１
人
、

大
分
教
区
２
人
）。
来
春
は

２
年
ぶ
り
の
卒
業
生
が
福
岡

コ
レ
ジ
オ
へ
と
巣
立
つ
予
定
。

新
年
度
に
向
け
て
、一
人
で

も
多
く
の
新
た
な
召
命
が
誕

生
す
る
よ
う
に
、小
神
学
生
・

養
成
ス
タ
ッ
フ
一
同
祈
り
と

共
に
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も

コ
ロ
ナ
禍
で
も

神
学
院
の
集
い

神
学
院
の
集
い  

い
ろ
い
ろ

い
ろ
い
ろ

い
う
共
通
の
問
題
に
世
界
中

が
直
面
し
て
い
ま
す
。
神
学

院
に
お
い
て
も
同
様
で
、神

学
院
祭
の
開
催
自
体
も
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
が
、こ
う
い
う

時
だ
か
ら
こ
そ
、自
分
た
ち

に
で
き
る
こ
と
を
考
え
た
結

果
、こ
の
よ
う
な
形
と
な
り

ま
し
た
。
神
学
院
祭
を
ご
覧

に
な
っ
て
、神
学
校
の
様
子

や
神
学
生
の
素
顔
な
ど
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で

す
。
そ
の
上
で
、キ
リ
ス
ト

が
共
に
い
る
こ
と
を
感
じ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。
皆
様
の
信
仰
生
活
の
一

助
に
な
れ
ば
光
栄
で
す
。

　
　
　

長
崎
教
区
助
祭

　
　
　
　
　

ナ
ム
・
シ
ジ
ン

　

今
年
も
11
月

３
日
（
火
）
に

福
岡
カ
ト
リ
ッ

ク
神
学
院
で
神

学
院
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に

伴
い
、神
学
院

史
上
初
め
て
の

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
生
配
信
に
よ

る
神
学
院
祭
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
の
様
子
は
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
に
お
い
て
ど
な
た
で
も
ご

覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
日
は
ア
ベ
イ
ヤ
司
教
様

司
式
に
よ
る
召
命
祈
願
ミ
サ

か
ら
始
ま
り
、オ
ン
ラ
イ
ン

な
ら
で
は
の
企
画
と
し
て
、

リ
モ
ー
ト
版
院
内
ツ
ア
ー
や

神
学
生
が
出
演
し
た
ド
ラ
マ

の
放
送
を
行
い
ま
し
た
。　

　

皆
様
の
ご
支
援
の
お
か
げ

で
、成
功
に
終
わ
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
の
コ
メ
ン
ト
欄

や
、実
際
に
信
者
さ
ん
に
お

会
い
し
た
際
も
温
か
い
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

人
事
異
動
・
任
命

人
事
異
動
・
任
命

（
　
）
内
は
前
任
地

▼
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会 

〔
11
月
６
日
付
〕

ア
ル
ベ
ル
ト
・
マ
ー
フ
ィ
ル
師　

長
崎
修
道
院

（
東
京
・
聖
ヨ
ゼ
フ
修
道
院
）

ベ
ラ
ル
ド
・
ヤ
ン
師　

長
崎
修
道
院�

（　
　

〃　
　

）

〝生配信〟された神学院祭の１コマ

マスク着用など、現在も感染防止策を取って行われるミサ（10月12日司祭の日）

　

昨
年
12
月
以
降
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
急

激
に
世
界
中
に
拡
大
し
た
。
多
く
の
感
染
者
と
死
者
が
続

き
、今
も
な
お
収
束
・
終
息
の
め
ど
は
立
っ
て
い
な
い
。
日

本
で
は
今
年
１
月
か
ら
繰
り
返
し
注
意
が
呼
び
掛
け
ら

れ
、カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
も
長
崎
教
区
を
含
む
全
教
区
が

各
地
域
の
状
況
を
鑑
み
て
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
策
を
講
じ
、

感
染
拡
大
が
最
も
危
惧
さ
れ
た
時
期
に
は
「
公
開
ミ
サ
中

止
」
の
措
置
を
取
る
な
ど
し
て
き
た
。「
ミ
サ
が
中
止
」「
通

夜
・
葬
儀
に
参
列
で
き
な
い
」「
教
会
活
動
が
休
止
状
態
」

と
い
っ
た
か
つ
て
な
い
事
態
と
経
験
は
、ミ
サ
や
祈
り
の
大

切
さ
、集
ま
り
共
に
活
動
す
る
こ
と
の
喜
び
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
気
づ
き
も
も
た
ら
し
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な

気
づ
き
と
そ
の
感
触
を
忘
れ
な
い
た
め
に
も
、教
区
と
教

区
内
の
あ
ら
ゆ
る
現
場
が
〝
や
む
な
く
〟
取
っ
て
き
た
こ

れ
ま
で
の
主
な
対
応
を
１
年
の
終
わ
り
に
以
下
に
残
す
。

（
一
部
実
施
）。
５
月
に
予
定

し
て
い
た
全
九
州
研
究
集
会

宮
崎
大
会
は
21
年
に
延
期
。

６
月
予
定
の
長
崎
解
宗
連
総

会
は
７
月
に
延
期
し
実
施
。

【
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
・
諸
宗
教
】

朝
祷
会
は
中
止
（
一
部
再

開
）。
会
議
は
中
止
。

【
生
涯
養
成
】
20
年
度
「
カ
ト

リ
ッ
ク
講
座
」「
典
礼
講
座
」

は
中
止
。

【
青
少
年
】
夏
休
み
期
間
の

高
校
生
キ
ャ
ン
プ
は
中
止
。

６
月
21
日
予
定
「
第
４
回
髙

見
杯
」
は
21
年
１
月
以
降
に

対
応
。
11
月
３
～
４
日
予
定

「
長
崎
青
年
の
日
」
は
21
年

11
月
３
～
４
日
に
延
期
。
毎

月
１
回
の
定
例
会
議
は
６
月

以
降
中
止
。

【
家
庭
】
年
３
回
の
結
婚
講

座
と
７
月
予
定
の
「
共
に
生

き
る
学
び
」
講
演
は
中
止
。

12
月
予
定
の
家
庭
の
日
バ
ス

巡
礼
も
中
止
。

【
召
命
】
５
月
の
青
年
召
命

巡
礼
ウ
オ
ー
ク
と
７
月
27
～

28
日
五
島
市
で
の
召
命
親
子

キ
ャ
ン
プ
は
中
止
。

【
典
礼
】
毎
年
秋
に
開
催
し

て
い
る
公
開
典
礼
講
座
は
中

止
。
６
～
11
月
予
定
だ
っ
た

「
朗
読
奉
仕
者
養
成
講
座
Ⅱ
」

は
21
年
度
に
延
期
。

　

ま
た
信
仰
教
育
委
員
会
で

は
、家
庭
委
員
会
が
手
掛
け

る
教
材
の
映
像
化
に
協
力
。

カトリック長崎大司教区
新型コロナウイルス感染対策ガイドライン（抜粋）

　以下のガイドラインを、教会ごとの具体策に生かしてくださるようお願いいたします。
2020年11月13日　大司教　髙見三明

➊ 常に、第一に、ほかの人に対する愛と思いやりを心がけてください。「自ら感染しない」
「ほかの人を感染させない」ように心がけることが重要です。手指の洗浄、消毒液の使用、
マスク着用、席を空けての着席（家族の場合はこの限りではない）、手すりや席の消毒な
どの基本的なことを必ず守ってください。換気をよくするように努力してください。

➋ クリスマスから年末年始（12月24日～来年1月3日）にかけて、従来のミサ参加者制限
をより厳しくする可能性があることをあらかじめ十分知れわたるようにしてください。

➌ 基礎疾患のある方、体調不良の方、感染の不安を強く感じる方などには、上記期間中の
「降誕祭」、「神の母聖マリアの祭日」（元旦）および「主日」（聖家族と主の公現）のミサ参
加義務を免除いたします。すべての人のいのちを守ることを優先させるためです。

➍ ミサ中の聖歌に関しては、歌の数を制限し、「会衆が歌う」場合大声で歌わないように注
意してください。十分な距離をおいて独唱すること、互いの距離を保って聖歌隊が歌う
こと、聖歌の代わりにオルガン演奏を行うことはできます。

➎ 人数制限などの理由でミサに参加できない方々には、「聖書と典礼」の朗読と黙想、「霊的
聖体拝領の祈り」（『カトリック祈祷書』）とロザリオを唱えることを勧めてください。

　なお、カテドラル浦上教会での大司教司式による「主の降誕 夜半のミサ」は、12 月
24 日（木）21 時からライブ配信（※）する予定ですので、教会でのミサに参加できな
い方々は、できればご一緒に心を合わせて主のご降誕をお祝いください。
※配信については後日、教区ホームページなどを通してあらためてご案内いたします。

　

各
委
員
会
は
、活
動
・
行

事
の
中
止
や
延
期
が
あ
っ
て

も
一
部
は
会
議
に
オ
ン
ラ
イ

ン
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
話

し
合
い
、今
後
の
活
動
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。

　

日
本
の
司
教
団
が
今
年
４

月
に
発
表
し
た
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
苦
し

む
世
界
の
た
め
の
祈
り
」
も

ま
た
、共
同
体
や
個
人
で
唱

え
続
け
ら
れ
て
い
る
。

ガイドライン全文は教区ホームページに掲載

　

教
皇
来
日
公
式
記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
【
す
べ

て
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
～
教
皇
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
来
日
の
軌
跡
～
】
が
完
成
し

ま
し
た
。
お
申
し
込
み
期
間
や
方
法
な

ど
、詳
細
は
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
の

公
式
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

教皇来日公式記録 完成
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問
い
と
答
え
と
、

い
ま
あ
な
た
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
ど
っ
ち
で
す
か
。

�

（
長
田 

弘
『
最
初
の
質
問
』）

◆ 

最
期
ま
で
成
長
し
た
い

　
「
何
を
信
じ
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
い
ま
教
会
で
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
を
見
聞
き
す
る
に
つ
け
、不
信
ば
か
り
で

す
。
神
父
は
端は

な

か
ら
信
用
し
て
い
な
い
と
吐
き
捨
て
る
息

子
に
、ど
ん
な
信
仰
を
手
渡
せ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
」
匿

名
で
届
い
た
手
紙
の
行
間
に
、言
葉
に
で
き
な
い
霊
の
う
め

き
（
ロ
ー
マ
８
・
26
）
を
聞
き
ま
し
た
。
外
圧
は
同
じ
思
い

を
強
固
に
し
ま
す
。
で
も
、内
か
ら
の
不
信
は
白
蟻
の
巣
く

う
家
の
よ
う
に
音
も
な
く
朽
ち
果
て
ま
す
。
司
祭
・
修
道
者

の
減
少
、若
者
の
教
会
離
れ
、高
齢
化
す
る
主
日
の
ミ
サ
の
風

景
。
教
会
に
す
き
ま
風
が
吹
き
始
め
て
久
し
く
な
り
ま
す
。

深
刻
な
の
は
、こ
ん
な
状
況
下
で
も
瀬
戸
際
の
危
機
感
も
な

く
、問
わ
れ
て
い
る
の
に
も
う
観
念
し
た
か
の
よ
う
な
雰
囲

気
。
二
人
の
教
皇
の
訪
日
に
、身
震
い
一
つ
も
せ
ず
何
に
も

変
え
ら
れ
な
い
自
ら
の
ふ
が
い
な
さ
。

　
「
わ
た
し
は
あ
な
た
の
行
い
を
知
っ
て
い
る
。
あ
な
た
は
、

冷
た
く
も
な
く
熱
く
も
な
い
。
む
し
ろ
、冷
た
い
か
熱
い
か
、

ど
ち
ら
か
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
熱
く
も
冷
た
く
も
な
く
、な

ま
ぬ
る
い
の
で
、わ
た
し
は
あ
な
た
を
口
か
ら
吐
き
出
そ
う

と
し
て
い
る
」（
黙
示
録
３
・
15
－
16
）
叱
っ
た
り
鍛
え
た

り
す
る
の
は
、そ
れ
で
も
愛
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

１
６
３
０
年
５
月
７
日
付
、フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ル
パ
ン
グ
島

か
ら
発
信
さ
れ
た
ペ
ト
ロ
岐
部
の
手
紙
を
、折
に
触
れ
て
は

読
み
返
し
て
い
ま
す
。「
風
を
待
っ
て
い
ま
す
。
神
か
ら
の
恵

み
の
風
に
、信
頼
と
い
う
帆
を
い
っ
ぱ
い
広
げ
、私
た
ち
は
日

本
に
向
か
い
ま
す
」（
キ
リ
ス
ト
の
し
も
べ
ペ
ド
ロ
・
カ
ス
イ
）

京
都
の
大
殉
教
、元
和
の
大
殉
教
、雲
仙
地
獄
の
殉
教
…
。
向

か
う
は
血
み
ど
ろ
の
殉
教
の
教
会
で
し
た
。
難
儀
し
て
調
達

し
た
虫
食
い
の
船
に
そ
れ
で
も
帆
を
は
っ
て
出
立
さ
せ
た
の

は
、「
同
胞
の
救
い
の
た
め
に
最
期
ま
で
成
長
し
た
い
」（
１

６
２
０
年
11
月
21
日
付
イ
エ
ズ
ス
会
入
会
時
の
上
申
書
）
と

の
教
会
に
対
す
る
た
ぎ
る
ほ
ど
の
情
熱
で
し
た
。「
キ
ベ
ヘ
イ

ト
ロ
は
コ
ロ
ビ
申
さ
ず
候
。
ツ
ル
シ
殺
さ
れ
候
」
将
軍
家
光

の
前
で
毅
然
と
信
仰
を
告
白
し
た
ペ
ト
ロ
岐
部
の
最
期
を
、

礼
を
尽
く
す
か
の
よ
う
に
宗
門
奉
行
井
上
政
重
は
そ
の
調
書

に
書
き
留
め
ま
し
た
。３
８
１
年
前
に
生
ま
れ
た
こ
の
光
を
、

私
た
ち
に
仰
が
せ
て
く
れ
た
の
が
聖
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世

教
皇
で
し
た
。

◆ 

東
の
空
を
指
さ
し
た
聖
な
る
教
皇

　

１
９
８
１
年
２
月
26
日
氷
点
下
４
度
の
吹
雪
の
中
、市
営

松
山
競
技
場
に
早
朝
か
ら
ま
ん
じ
り
と
も
せ
ず
半
日
も
立
ち

続
け
、殉
教
記
念
ミ
サ
に
与
っ
た
４
万
７
千
人
の
信
者
た
ち
。

祭
服
を
脱
ぐ
な
り
教
皇
は
自
ら
も
か
じ
か
ん
だ
手
を
こ
す
り

な
が
ら
大
き
な
声
で
労
い
ま
し
た
。「
み
ん
な
よ
く
頑
張
り
ま

し
た
ね
。
そ
れ
で
こ
そ
殉
教
者
の
信
仰
を
受
け
継
ぐ
子
孫
で

す
よ
」
そ
の
一
言
で
、凍
え
切
っ
た
み
ん
な
の
頬
に
紅
が
さ

し
ま
し
た
。
血
の
通
っ
た
父
の
言
葉
は
、子
を
生
き
返
ら
せ

ま
す
。一
人
の
巡
礼
者
と
し
て
至
福
の
丘
に
立
っ
た
教
皇
は
、

長
崎
の
教
会
に
託
さ
れ
た
使
命
を
語
り
ま
し
た
。「
キ
リ
ス
ト

信
者
は
長
崎
で
死
ん
で
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
長
崎
の
教
会

は
死
ぬ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
…
キ
リ
ス
ト
の
教
え

は
親
か
ら
子
に
伝
え
ら
れ
て
、教
会
が
公
に
な
る
日
を
待
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
殉
教
の
丘
に
基
礎
を
置
く
長
崎
の
教
会

は
い
ず
れ
成
長
し
、花
を
咲
か
せ
、世
界
の
キ
リ
ス
ト
信
者
に

対
し
て
信
仰
と
忠
実
の
模
範
と
な
り
、復
活
し
た
キ
リ
ス
ト

の
希
望
の
し
る
し
と
な
る
は
ず
で
す
」
と
。

　

晩
年
預
言
者
の
風
貌
で
「
長
い
殉
教
生
活
」
を
お
く
っ
た

聖
な
る
教
皇
は
、21
世
紀
の
幕
開
け
に
再
び
殉
教
者
に
倣
っ

て
キ
リ
ス
ト
と
出
会
い
直
そ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
（『
紀

元
２
０
０
０
年
の
到
来
』
37
項
）。
と
く
に
そ
の
道
筋
を
期

待
し
た
の
が
日
本
の
教
会
で
し
た
。
ペ
ト
ロ
の
墓
参（
ア
ド
・

リ
ミ
ナ
）に
行
っ
た
司
教
団
を
前
に
檄
を
飛
ば
し
た
の
で
す
。

「
日
本
の
教
会
の
最
初
の
世
紀
は
、殉
教
者
の
忠
実
な
信
仰
と

輝
か
し
い
証
し
に
よ
っ
て
飾
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、殉
教

者
た
ち
の
証
し
は
日
本
の
教
会
の
過
去
を
飾
る
だ
け
で
は
な

く
、今
の
日
本
の
信
者
た
ち
の
行
く
べ
き
道
を
示
し
、明
日
の

教
会
の
使
命
と
約
束
を
も
示
し
て
い
る
の
で
す
」（
２
０
０

１
年
３
月
31
日 

日
本
司
教
団
ア
ド
・
リ
ミ
ナ
）

教
皇
来
崎
か
ら
の
始
ま
り 

⑩
（
最
終
回
）

風
を
待
っ
て

―
こ
の
な
ま
ぬ
る
さ
か
ら
の
出
立
―

長
崎
大
司
教
館
　
古
巣 

馨

わたしたちが受けとったもの、伝えていくことわたしたちが受けとったもの、伝えていくこと

　

か
つ
て
見
た
光
を
見
失
っ
た
教
会
は
、聖
な
る
人

が
指
さ
し
た
東
の
空
の
星
に
導
か
れ
、あ
の
幼
子
の

い
る
場
所
（
マ
タ
イ
２
・
９
－
11
参
照
）
に
た
ど
り

着
き
ま
し
た
。
生
月
は
ガ
ス
パ
ル
西
家
族
、有
馬
の

レ
オ
林
田
家
族
、島
原
の
パ
ウ
ロ
内
堀
親
子
、小
倉
の

デ
ィ
エ
ゴ
加
賀
山
と
娘
み
や
家
族
、京
都
の
ヨ
ハ
ネ

橋
本
家
族
、米
沢
の
ル
イ
ス
甘
糟
家
族
…
。
出
会
っ

た
の
は
ナ
ザ
レ
の
聖
家
族
を
な
ぞ
っ
た「
家
庭
教
会
」

で
し
た
。
そ
こ
に
は
、闇
の
中
を
小
さ
な
光
を
掲
げ

て
先
頭
に
立
つ
司
祭
と
、疲
れ
た
者
を
抱
い
て
最
後

尾
に
就
く
司
祭
が
い
ま
し
た
。
長
崎
の
教
会
は
そ
の

よ
う
に
し
て
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
12
年
前
（
２
０
０

８
年
ペ
ト
ロ
岐
部
と
１
８
７
殉
教
者
列
福
）、頭
上
に

輝
い
た
星
々
は
ま
だ
あ
な
た
を
導
い
て
い
ま
す
か
。

◆ 

そ
の
よ
う
に
育
て
ら
れ
ま
し
た

　

振
り
向
い
た
ま
な
ざ
し
に
、や
さ
し
さ
の
深
遠
と

猛
禽
類
の
よ
う
な
鋭
さ
を
見
せ
た
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
。
そ
の
場
し
の
ぎ
の
薄
っ
ぺ
ら
な
言
葉
が
飛
び
交

う
時
代
に
、福
音
か
ら
溢
れ
出
た
い
の
ち
の
「
言
葉
」

は
、う
つ
む
き
か
け
た
多
く
の
人
の
心
を
射
抜
き
ま

し
た
。

　

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
こ
れ
ま
で
著
わ
し
た
多
く

の
文
書
に
登
場
す
る
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
。
晩
年
背
中

は
曲
が
っ
て
小
さ
く
な
り
、顔
中
に
深
い
し
わ
を
刻

ん
だ
彼
女
に
あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
尋
ね
て
い
ま

す
。「
マ
ザ
ー
、あ
な
た
は
ど
う
し
て
い
つ
も
貧
し
い

人
を
一
番
に
選
ん
で
生
き
る
ん
で
す
か
」
彼
女
は
懐

か
し
そ
う
に
遠
く
見
つ
め
て
答
え
て
い
ま
す
。「
子
ど

も
の
頃
、週
に
何
度
か
夕
食
の
な
い
日
が
あ
り
ま
し

た
。
共
働
き
を
し
て
い
た
両
親
が
夕ゆ

う

餉げ

の
材
料
を

買
っ
て
帰
る
と
き
、貧
し
い
親
子
を
見
た
ら
そ
の
ま

ま
全
部
あ
げ
る
の
で
す
。そ
し
て
、言
う
の
で
す
。『
今

日
は
あ
の
親
子
が
食
べ
る
番
で
す
。
そ
れ
で
い
い
よ

ね
』
っ
て
。
わ
た
し
は
そ
の
よ
う
に
育
て
ら
れ
ま
し

た
。
だ
か
ら
、こ
ん
な
風
に
生
き
る
の
は
わ
た
し
に

と
っ
て
自
然
な
こ
と
で
す
」

　

何
の
て
ら
い
も
な
く
萎
え
た
人
を
そ
っ
と
抱
き
し

め
る
の
は
、か
つ
て
自
分
が
抱
き
し
め
ら
れ
た
か
ら

で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、と
っ
さ
に
新
し
い
こ
と

な
ど
浮
か
び
ま
せ
ん
。
似
た
こ
と
を
す
る
だ
け
、し

て
も
ら
っ
た
こ
と
を
真
似
る
だ
け
で
す
。

　
「
わ
た
し
が
子
ど
も
の
こ
ろ
、プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は

皆
地
獄
に
行
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
で
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宣
教
師
た
ち
の
テ
ン

ト
を
燃
や
し
た
司
祭
さ
え
い
ま
し
た
。
あ
れ
は
１
９

４
０
年
か
ら
42
年
の
こ
と
で
す
。
わ
た
し
は
４
歳
か

５
歳
で
し
た
が
、祖
母
と
町
を
散
歩
し
て
い
た
ら
、

向
こ
う
側
の
歩
道
に
救
世
軍
の
女
性
が
二
人
い
ま

し
た
、記
章
を
つ
け
た
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
。
わ
た
し

は
聞
き
ま
し
た
、『
ね
ぇ
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、あ
の
女

の
人
た
ち
は
誰
？ 

シ
ス
タ
ー
？
』
祖
母
は
答
え
ま
し
た
。

『
あ
れ
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
よ
。
で
も
い
い
人
た
ち
で
す

よ
』
こ
れ
が
、わ
た
し
が
聞
い
た
最
初
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ

ル
な
言
葉
で
す
。
…
…
わ
た
し
の
祖
母
は
、エ
キ
ュ
メ
ニ

カ
ル
な
多
様
性
の
扉
を
、わ
た
し
に
開
い
て
く
れ
た
の
で

す
。
こ
う
し
た
経
験
を
、わ
た
し
た
ち
は
す
べ
て
の
人
に

伝
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」（
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
／
ド
ミ

ニ
ッ
ク
・
ヴ
ォ
ル
ト
ン
『
橋
を
つ
く
る
た
め
に
』
戸
口
民

也
訳
）
絶
望
の
隣
に
座
る
希
望
の
人
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
そ

の
よ
う
に
育
て
ら
れ
た
人
で
す
。「
家
庭
教
会
」
で
育
ま
れ

た
信
仰
が
、い
ま
世
界
に
光
を
掲
げ
て
い
ま
す
。「
教
え
る
」

の
で
は
な
く
「
伝
え
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た

長
崎
の
教
会
。「
伝
え
る
」
言
葉
を
「
伝
わ
る
」
か
た
ち
に

す
る
の
が
得
意
で
し
た
。
わ
か
り
や
す
く
、と
き
に
笑
い

を
ま
ぶ
し
て
。
そ
う
し
て
幾
つ
も
の
試
練
を
か
い
く
ぐ
っ

て
き
ま
し
た
。
今
ま
た
試
練
の
と
き
で
す
。

◆ 

あ
し
た
が
楽
し
み

　
「
教
会
が
今
日
最
も
必
要
と
す
る
こ
と
は
、傷
を
癒
す
能

力
で
す
。
信
じ
る
人
た
ち
の
心
を
温
め
る
力
で
す
。
身
近

さ
と
親
し
さ
で
す
。教
会
は
戦
闘
後
方
の
野
戦
病
院
で
す
」

と
言
っ
て
教
皇
職
を
受
け
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
。
こ
の
な
ま

ぬ
る
い
長
崎
の
教
会
が
、も
う
一
度
そ
の
使
命
を
果
た
す

方
法
を
示
し
ま
し
た
。「
ま
ず
、じ
っ
と
見
つ
め
る
ま
な
ざ

し
を
も
つ
こ
と
で
す
」
そ
う
し
た
ら
、ど
ん
な
人
を
も
愛

す
る
こ
と
が
で
き
、そ
の
人
の
中
に
神
か
ら
受
け
た
た
ま

も
の
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
人
は
「
愛
さ
れ
る

だ
け
で
救
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
す
が
る
だ
け
で
変
え
て
い

た
だ
け
る
の
で
す
」（
日
本
司
教
団
へ
の
挨
拶
）

　

ア
ッ
シ
ジ
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
「
質
素
さ
の
中
の
質

素
さ
、単
純
さ
の
中
の
単
純
さ
」
を
、な
ま
ぬ
る
さ
か
ら
の

出
立
の
心
得
と
す
る
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
。
本
気
で
そ
こ

か
ら
出
立
し
た
人
の
し
る
し
は
、神
の
愛
と
同
じ
波
長
を

も
っ
た
「
い
つ
く
し
み
」
と
「
喜
び
」
で
す
。「
慈
悲
の
所

作
」
を
生
き
た
キ
リ
シ
タ
ン
も
同
じ
し
る
し
を
携
え
て
い

ま
し
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
世
の
中
の
哀
し
み
は
、教
会
と

自
分
の
哀
し
み
で
し
た
。

　

そ
ん
な
記
憶
を
刻
ん
だ
長
崎
の
教
会
に
教
皇
は
期
待
し

て
い
ま
す
。
白
け
た
無
関
心
と
闘
っ
て
、「
家
族
の
一
人

が
苦
し
め
ば
家
族
全
員
が
と
も
に
苦
し
む
と
い
う
自
覚
を

も
て
る
よ
う
、力
を
合
わ
せ
る
こ
と
」そ
の
た
め
に
は
、「
控

え
め
で
慎
ま
し
い
生
き
方
を
選
択
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
」（
東
日
本
大
震
災
被
災
者
と
の
集
い
）

　

信
仰
か
ら
生
ま
れ
た
何
気
な
い
行
い
が
、寄
る
辺
の
な

い
人
に
は
命
よ
り
も
大
事
な
一
生
涯
の
宝
に
な
り
ま
す
。

「
今
日
は
久
し
ぶ
り
に
笑
っ
た
ね
。
あ
し
た
が
来
る
の
が

楽
し
み
」
そ
ん
な
さ
さ
や
か
な
人
生
の
傍
ら
に
長
崎
の
教

会
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
何
も
し
な
け
れ
ば
立
ち
止
ま
っ

た
ま
ま
で
す
。
一
歩
踏
み
出
せ
ば
一
歩
前
に
進
み
ま
す
。

さ
あ
、背
を
押
し
て
く
だ
さ
る
風
を
待
っ
て
。
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リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

「
原
爆
遺
物
展
示
室
」
公
開

「
原
爆
遺
物
展
示
室
」
公
開

浦
上
教
会
信
徒
会
館
に
改
修
設
置

　

原
爆
投
下
か
ら
75
年
の
今

年
、浦
上
教
会
（
久
志
利
津

男
主
任
司
祭
）
は
信
徒
会
館

ロ
ビ
ー
の
被
爆
遺
品
展
示
場

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、「
原

爆
遺
物
展
示
室
」
と
し
て
新

た
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
式
典
は
11
月
１

日
（
日
）
18
時
か
ら
、同
教

会
の
信
徒
ら
が
見
守
り
、子

ど
も
た
ち
が
歌
う
聖
歌
が
流

れ
る
中
、始
ま
っ
た
。
展
示

室
は
、髙
見
三
明
大
司
教
、長

崎
純
心
大
学
の
片
岡
瑠
美
子

学
長
ら
関
係
者
に
よ
る
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
も
っ
て
、公
開
。

祝
福
式
の
中
で
髙
見
大
司
教

は
、被
爆
75
年
に
あ
た
り
浦

上
司
教
座
聖
堂
献
堂
記
念
日

の
こ
の
日
に
展
示
室
が
オ
ー

プ
ン
し
た
こ
と
を
前
置
き

し
、次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
「
多
く
の
人
々
が
原
爆
で

亡
く
な
り
、被
爆
し
た
人
は

そ
の
後
も
苦
し
み
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
遺
物
を
見

る
こ
と
に
よ
っ
て
原
爆
の
記

憶
を
後
世
に
残
し
、伝
え
て

い
く
。
私
た
ち
は
被
害
者
と

し
て
だ
け
の
意
識
を
持
っ
て

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

戦
争
の
愚
か
さ
も
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
々
の

生
活
の
中
で
、周
り
の
人
々

と
平
和
な
、温
か
い
関
係
を

築
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
く

よ
う
願
い
ま
す
」

　

か
つ
て
の
展
示
場
は
、現

在
の
信
徒
会
館
が
１
９
９
０

年
、信
徒
発
見
１
２
５
周
年

記
念
の
と
き
に
完
成
し
て
以

来
、今
の
場
所
に
設
け
ら
れ

た
も
の
で
、展
示
ケ
ー
ス
の

傷
み
や
写
真
の
色
あ
せ
が
目

立
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、遺

物
の
陳
列
な
ど
に
つ
い
て

も
、国
内
外
の
来
館
者
が
観

覧
し
や
す
い
よ
う
な
配
慮
が

必
要
に
な
っ
て
い
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
展
示

物
は
、浦
上
教
会
の
歴
史
や

被
爆
前
後
の
写
真
を
紹
介
し

司
教
座
聖
堂
献
堂
を
記
念

司
教
座
聖
堂
献
堂
を
記
念

浦
上
教
会
で
ミ
サ

　

長
崎
教
区
司
教
座
聖
堂

（
浦
上
教
会
）
の
献
堂
記
念

日
で
あ
る
11
月
１
日
（
日
）

18
時
30
分
か
ら
記
念
ミ
サ
が

行
わ
れ
た
。
髙
見
三
明
大
司

教
の
主
司
式
、中
村
倫
明
補

佐
司
教
と
８
人
の
司
祭
の
共

同
司
式
に
よ
り
、集
ま
っ
た

人
々
が
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。

　

大
司
教
は
説
教
の
中
で

「
教
会
は
祈
り
の
家
」
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
あ
ら
た
め

て
触
れ
、祝
福
さ
れ
献
堂
さ

れ
た
教
会
は
す
べ
て
大
切
な

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
様
子
㊦
と
浦
上
教
会
の
歴
史
を
物
語
る
展
示
物
の
数
々

晃

長崎本店　長崎市城栄町13-1
大 村 店　大村市赤佐古町287番地
HP　http://meijisekizai.shopinfo.jp

電話（095）846-3598
電話（0957）50-3008

業務内容
お墓建立
納骨堂販売
お墓のリフォーム
霊名彫刻

明治石材
世界平和へ祈りを…

被
爆
し
ひ
ど
く
損
傷
し
た
キ
リ
ス
ト

の
磔
刑
像
に
大
司
教
が
灌
水

た
パ
ネ
ル
、被
爆
し
た
聖

体
顕
示
台
や
カ
リ
ス
、チ

ボ
リ
ウ
ム
、旧
浦
上
天
主

堂
の
正
面
入
り
口
上
部
に

設
置
さ
れ
て
い
た
キ
リ
ス

ト
の
磔
刑
像
な
ど
。
こ
の

他
新
た
に
、信
徒
家
庭
か

ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
被
爆

遺
物
の
う
ち
家
庭
祭
壇
で

守
ら
れ
て
い
た
聖
母
像
や

小
鐘
（
カ
ン
パ
ヌ
ラ
）、司

祭
館
で
保
管
さ
れ
て
き
た

石
造
の
天
使
像
も
展
示
さ

れ
た
。
表
記
や
説
明
書
き

に
は
い
ず
れ
も
、日
本
語
、

英
語
、韓
国
語
が
付
さ
れ

て
い
る
。

　
《
開
館
時
間
》
10
時
～

16
時
（
木
曜
日
定
休
）、日

曜
・
祝
日
は
10
時
～
15
時
。

都
合
に
よ
り
閉
館
す
る
場

合
あ
り
。

核
兵
器
禁
止
条
約

核
兵
器
禁
止
条
約

　

来
年
１
月

　

来
年
１
月
2222
日
に
発
効

日
に
発
効

　

す
で
に
多
く
の
メ
デ
ィ
ア

で
報
道
さ
れ
て
い
る
通
り
、

被
爆
75
年
の
今
年
、核
兵
器

の
開
発
、保
有
、使
用
を
全
面

的
に
禁
止
す
る
国
際
法
「
核

兵
器
禁
止
条
約
」
を
批
准
す

る
国
・
地
域
の
数
が
10
月
24

日
に
「
50
」
と
な
っ
た
。
こ

れ
に
よ
り
同
条
約
は
、来
年

１
月
22
日
に
効
力
を
持
つ
こ

と
と
な
っ
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
立
場

　

核
兵
器
に
関
し
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
立
場
は
、バ
チ
カ

ン
が
２
０
１
７
年
９
月
に
核

兵
器
禁
止
条
約
を
初
め
て
批

准
し
た
３
カ
国
の
う
ち
の
一

つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら

か
だ
が
、昨
年
11
月
に
来
日

さ
れ
た
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

に
よ
る
長
崎
・
爆
心
地
公
園

で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
は
っ

き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
し

て
は
、民
族
間
、ま
た
国
家
間

の
平
和
の
実
現
に
向
け
て
不

退
転
の
決
意
を
固
め
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、神
に
対
す
る
、

そ
し
て
こ
の
地
上
の
あ
ら
ゆ

る
人
に
対
す
る
責
務
な
の
で

す
。
核
兵
器
禁
止
条
約
を
含

め
、核
軍
縮
と
核
不
拡
散
に

関
す
る
主
要
な
国
際
条
約
に

則
り
、た
ゆ
む
こ
と
な
く
、迅

速
に
行
動
し
、訴
え
て
い
き

ま
す
。（
中
略
）
日
本
の
教
会

で
は
毎
年
八
月
に
、平
和
に

〝被爆75年から〝被爆75年から
5年間のチャレンジ〟5年間のチャレンジ〟
https://nuclear-free.net/https://nuclear-free.net/

核なき世界基金核なき世界基金

も
の
で
あ
る
こ
と
、特
に
司

教
座
聖
堂
、カ
テ
ド
ラ
ル
は

教
区
の
中
心
と
し
て
大
切

な
も
の
で
あ
り
、ま
た
司
教

を
介
し
て
全
世
界
の
司
教
、

ロ
ー
マ
司
教
で
あ
る
教
皇
と

つ
な
が
っ
て
い
る
と
語
っ

た
。
さ
ら
に
、浦
上
教
会
が

信
者
た
ち
の
大
変
な
苦
労
と

犠
牲
の
末
に
建
て
ら
れ
、原

爆
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
後

も
、山
口
愛
次
郎
司
教
の
意

向
と
共
に
多
く
の
信
者
た
ち

の
熱
意
と
努
力
で
再
建
さ
れ

た
こ
と
を
述
べ
た
。

　

最
後
に
、「
こ
の
よ
う
に

歴
史
を
見
る
と
、教
会
は
信

者
の
信
仰
の
結
晶
、証
し
で

あ
り
ま
す
。
今
私
た
ち
は
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
が
、そ
う
い
う
中
で
こ

の
教
会
を
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
を
ま
ず
感
謝
し
、静
か

に
祈
る
こ
と
が
で
き
る
お
恵

み
を
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
イ
エ
ス
様
を
教
会
共
同

体
の
土
台
と
し
て
そ
の
み
言

葉
を
よ
く
聞
き
、理
解
し
、そ

の
意
に
か
な
っ
た
生
き
方
を

し
、信
仰
を
世
の
人
に
証
し

し
て
い
く
よ
う
努
め
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

感
　
謝

― 

香
典
返
し 

―

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

◦
紙
村
し
ず
よ
様
（
相
浦
）

　

故
ア
グ
ネ
ス
竹
谷
ヤ
エ
様

◦
山
下
ヤ
ス
コ
様
（
黒
崎
）

　

故
ミ
カ
エ
ル
山
下
一
俊
様

　

右
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
・

ご
芳
志
を
賜
り
ま
し
た
。
お

礼
と
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま

す
。

★
イ
エ
ス
―
愛
す
る
た
め

に
人
と
な
っ
た
神

著
＝
ガ
エ
タ
ノ
・
コ
ン
プ
リ

　

キ
リ
ス
ト
教
の
は
じ
ま
り

で
あ
る
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
」
は
一
体
ど
ん
な
人
物
な

の
か
。
イ
エ
ス
の
よ
う
に
生

き
る
に
は
、ど
ん
な
こ
と
を

大
切
に
し
た
ら
よ
い
の
か

を
、聖
書
の
中
か
ら
探
る
。

は
じ
め
て
キ
リ
ス
ト
教
に
触

れ
る
人
に
も
や
さ
し
い
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
。
新
装
改
訂
版
。

ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
、税
別
５

０
０
円
。

向
け
た
十
日
間
の
平
和
旬
間

を
行
っ
て
い
ま
す
。ど
う
か
、

祈
り
、合
意
拡
大
の
た
ゆ
ま

ぬ
追
求
、対
話
へ
の
粘
り
強

い
招
き
が
、わ
た
し
た
ち
が

信
を
置
く
『
武
器
』
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
。
ま
た
、平
和

を
真
に
保
証
す
る
、正
義
と

連
帯
の
あ
る
世
界
を
築
く
取

り
組
み
を
鼓
舞
す
る
も
の
と

な
り
ま
す
よ
う
に
」（
２
０

２
０
年
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協

議
会
、『
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
訪
日
講
話
集
』
核
兵
器
に

つ
い
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

日
本
の
教
会
の
姿
勢

　

２
０
１
７
年
７
月
７
日
に

国
連
で
核
兵
器
禁
止
条
約
が

採
択
さ
れ
て
か
ら
こ
れ
ま
で

の
間
、日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司

教
協
議
会
は
日
本
政
府
に
対

し
、同
条
約
に
署
名
・
批
准

す
る
よ
う
要
望
を
伝
え
続
け

て
い
る
。
ま
た
今
年
７
月
７

日
に
は
、広
島
教
区
・
白
浜 

満
司
教
と
長
崎
教
区
・
髙
見

三
明
大
司
教
が
運
営
委
員
と

し
て
関
わ
る
「
核
な
き
世
界

基
金
」
が
創
設
さ
れ
、核
兵

お
知
ら
せ

〈
福
岡
教
区
か
ら
豪
雨
被
害

支
援
に
対
す
る
お
礼
〉

　

７
月
九
州
豪
雨
の
被
害
へ

の
支
援
と
し
て
各
教
区
・
小

教
区
や
個
人
が
福
岡
教
区
に

寄
付
を
送
っ
て
い
た
こ
と
に

対
し
、同
教
区
か
ら
礼
状
が

届
い
た
。
長
崎
教
区
は
一
菜

募
金
か
ら
２
０
０
万
円
を
送

金
し
て
い
た
。
礼
状
に
よ
る

と
、寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は

10
月
27
日
現
在
で
６
千
万
円

を
超
え
、こ
れ
ま
で
に
４
３

３
０
万
円
ほ
ど
支
援
す
る
こ

と
が
で
き
、今
後
も
支
援
を

続
け
て
い
く
と
い
う
。

短
　
信

〈
堅
信
式
〉

　

10
月
18
日
（
日
）、稲
佐
教

会
で
中
学
生
７
人
が
、諫
早

教
会
で
中
学
生
８
人
と
大
人

１
人
が
、そ
れ
ぞ
れ
堅
信
の

秘
跡
に
あ
ず
か
っ
た
。

〈
教
皇
へ
の
献
金
〉

　

昨
年
11
月
の
教
皇
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
来
日
に
あ
た
り
呼
び

か
け
ら
れ
て
い
た
「
教
皇
へ

の
献
金
」
に
つ
い
て
、カ
ト

リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
は
公
式

サ
イ
ト
の
中
で
、寄
せ
ら
れ

た
総
額
９
１
７
７
万
８
８
７

円
を
10
月
初
め
、教
皇
庁
へ

送
金
し
た
こ
と
を
公
表
し
て

い
た
。
そ
の
後
、献
金
に
対

し
て
、教
皇
か
ら
礼
状
が
届

い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。

教
皇
か
ら
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク

司
教
協
議
会
会
長
・
髙
見
三

明
長
崎
大
司
教
に
あ
て
て
送

ら
れ
た
礼
状
に
は
、「
日
本

の
信
者
の
皆
さ
ん
が
送
っ
て

く
だ
さ
っ
た
貧
し
い
人
々
へ

の
献
金
を
受
け
取
り
、大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
す
」
と
、

感
謝
と
祝
福
の
言
葉
が
記
さ

れ
て
い
る
。

被
爆
75
年
記
念
冊
子

『
き
ょ
う
も
鳴
り
響
く
平
和
の
鐘
』

　

髙
見
三
明
大
司
教
の
著
書
『
き
ょ
う
も
鳴
り
響
く
平

和
の
鐘 

～
被
爆
マ
リ
ア
と
被
爆
十
字
架
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
～
』
を
お
求
め
の
方
は
、カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内

の
教
区
本
部
事
務
局
へ
氏
名
・
送
付
先
・
電
話
番
号
・

部
数
を
明
記
の
上
、フ
ァ
ッ
ク
ス
（
Fax
０
９
５
‐
８
４

２
‐
４
４
６
０
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

１
部
５
０
０
円
。
送
料
（
着
払
い
予
定
）
と
振
込
手

数
料
は
別
途
か
か
り
ま
す
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》
長
崎
教
区
本
部
事
務
局

℡
０
９
５
‐
８
４
２
‐
４
４
５
０

器
廃
絶
を
目
指
す
個
人
や
団

体
を
支
援
す
る
た
め
の
寄
付

金
を
募
っ
て
い
る
。
同
基
金

の
公
式
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、

10
月
27
日
の
時
点
で
合
計
５

０
６
万
１
３
９
４
円
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
今
後

も
、「
核
兵
器
か
ら
解
放
さ

れ
た
平
和
な
世
界
」（
教
皇

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）を
目
指
し
、

対
話
を
重
ね
連
帯
し
な
が
ら

歩
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
願
う
。
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今
年
は
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
の
観
点
か
ら
殉

教
祭
の
規
模
を
縮
小

し
、山
田
小
教
区（
岩

下
裕
志
主
任
司
祭
）

の
信
徒
約
80
人
と
平

戸
地
区
司
祭
団
３
人

で
ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら

れ
た
。

　

関
係
者
は
、「（
コ

ロ
ナ
禍
で
）
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
が
制
限
さ

れ
て
い
る
２
０
２

０
年
、主
日
の
ミ
サ
も
信
徒

が
一
同
に
会
す
こ
と
の
で
き

な
い
中
で
、野
外
ミ
サ
だ
か

ら
こ
そ
、久
し
ぶ
り
に
小
教

区
信
徒
が
一
つ
と
な
っ
て
共

に
聖
歌
を
さ
さ
げ
、共
に
祈

り
を
さ
さ
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。
当
た
り
前
の
こ
と
の
尊

さ
を
実
感
し
、分
か
ち
合
え

る
良
い
経
験
と
な
っ
た
。
こ

の
意
味
で
今
年
の
殉
教
祭
は

り
、ゆ
っ
く
り
、で
も
確
実
に
進
ん
で
行
く
は
ず

で
す
、と
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
こ
と
を
、

そ
の
カ
タ
ツ
ム
リ
を
見
な
が
ら
思
い
出
し
ま
し

た
。
イ
タ
リ
ア
語
で
ほ
か
の
言
語
の
授
業
（
ラ

テ
ン
語
、ギ
リ
シ
ア
語
）
を
受
け
る
の
は
、自
分

が
想
像
し
て
い
た
以
上
に
難
し
い
で
す
。
し
か

し
、そ
れ
で
も
カ
タ
ツ
ム
リ
の
よ
う
に
ゆ
っ
く

り
で
も
前
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
れ
ば
、

ま
た
頑
張
ろ
う
と
思
え
ま
す
。

　

こ
れ
は
信
仰
の
面
で
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
最
初
か
ら
神
様
へ
の
完

璧
な
信
仰
を
持
っ
て
い
る
人
な
ど
い
ま
せ
ん
し
、

こ
れ
か
ら
も
出
て
こ
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

教
会
共
同
体
、ま
た
そ
の
構
成
員
で
あ
る
す
べ
て

の
信
者
一
人
一
人
は
、神
様
に
一
歩
で
も
近
づ
く

よ
う
に
、日
々
そ
の
歩
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
何
の
努
力
も
な
く
、進
む
こ
と

は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
日
々
の
祈
り
、ミ
サ
や
ゆ
る

し
の
秘
跡
な
ど
の
典
礼
に
よ
っ
て
神
様
に
心
を

向
け
、そ
の
心
を
知
ろ
う
、受
け
取
ろ
う
、語
ろ
う

と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、端
か
ら
見
る
と
立
ち
止

ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
て
も
、ゆ
っ
く
り

と
、し
か
し
確
実
に
神
様
の
も
と
へ
と
進
ん
で
い

ま
す
。

　

私
が
見
た
冒
頭
の
カ
タ
ツ
ム
リ
が
最
終
的
に
ど

こ
に
行
き
着
い
た
か
私
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
多

分
カ
タ
ツ
ム
リ
自
体
も
分
か
ら
ず
に
進
ん
で
い
た

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、私
た
ち
は
自
分
た
ち
の
歩

み
の
先
に
は
３
人
の
博
士
た
ち
が
行
き
着
い
た
よ

う
に
、眩ま

ば
ゆ
い
輝
き
を
放
つ
星
、私
た
ち
の
救
い
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
救
い
を
も
た
ら

し
て
く
だ
さ
っ
た
幼
子
イ
エ
ス
に
向
か
っ
て
、ま

た
一
歩
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
「
学
者
た
ち
は
そ
の
星
を
見
て
喜
び
に
あ
ふ

れ
た
」�

（
マ
タ
イ
２
章
10
節
）

　

イ
タ
リ
ア
の
気
候
は
日
本
と
同
じ
よ
う
に
四

季
が
あ
り
、し
か
も
ほ
と
ん
ど
日
本
の
四
季
の

時
期
と
同
じ
で
す
の
で
、日
本
人
か
ら
し
た
ら

住
み
や
す
い
国
の
一
つ
だ
と
い
え
る
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、日
本
に
は
梅
雨
が
あ
り
ま
す
が
、イ

タ
リ
ア
で
は
10
月
か
ら
11
、12
月
に
か
け
て
雨

が
多
い
時
期
と
な
り
ま
す
。
学
期
が
始
ま
る
の

も
相
ま
っ
て
10
月
は
少
し
憂
鬱
な
感
情
が
芽
生

え
ま
す
。

　

先
日
、朝
か
ら
大
学
に
行
く
と
き
に
、道
の
真

ん
中
に
い
る
一
匹
の
カ
タ
ツ
ム
リ
が
目
に
入
り

ま
し
た
。
授
業
が
終
わ
り
、夕
方
に
コ
レ
ジ
オ

に
帰
っ
て
く
る
と
、少
し
だ
け
端
の
方
に
進
ん

で
い
ま
し
た
。
次
の
日
も
、そ
の
次
の
日
も
少

し
ず
つ
前
に
進
ん
で
い
く
そ
の
姿
を
見
な
が

ら
、自
分
と
重
な
っ
て
見
え
、応
援
し
て
い
ま
し

た
。
昨
年
度
イ
タ
リ
ア
語
を
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
が
、皆
さ
ん
は
イ
タ
リ
ア
語
に
関
し

て
赤
ち
ゃ
ん
み
た
い
な
も
の
で
す
。
ゆ
っ
く

山内 啓輔 神父山内 啓輔 神父
（長崎教区司祭、ローマ在住）（長崎教区司祭、ローマ在住）

みことばにふれて 175

黒
瀬
の
辻
殉
教
祭

黒
瀬
の
辻
殉
教
祭

「
福
者
と
共
に
ミ
サ
を
さ
さ
げ
る
恵
み
」

　

11
月
８
日
（
日
）
14
時
、

１
８
８
福
者
殉
教
者
の
一
員

で
あ
る
ガ
ス
パ
ル
西
玄
可
、

ウ
ル
ス
ラ
と
い
、ヨ
ハ
ネ
又

市
家
族
の
生
誕
地
、そ
し
て

殉
教
地
で
も
あ
る
生
月
島
で

は
、黒
瀬
の
辻
殉
教
祭
が
、若

干
汗
ば
む
ほ
ど
の
快
晴
の

下
、黒
瀬
の
辻
殉
教
碑
公
園

（
ク
ル
ス
の
丘
公
園
）
で
行

わ
れ
た
。

自死された方々の自死された方々の
ための追悼ミサための追悼ミサ

ゆりの会主催

　

11
月
７
日
（
土
）
14
時
か

ら
、自
死
さ
れ
た
方
々
の
た

め
の
追
悼
ミ
サ
が
長
崎
北
地

区
長
・
山
脇 

守
師
の
司
式

に
よ
り
滑
石
教
会
で
さ
さ
げ

ら
れ
、約
30
人
が
共
に
祈
っ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

福
者
と
共
に
ミ
サ
を
さ
さ

げ
る
恵
み
を
特
別
に
感
じ

る
も
の
と
な
っ
た
。
福
者

殉
教
者
が
示
し
て
く
れ
た

模
範
は
、今
と
い
う
時
代

を
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ

て
誇
る
べ
き
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
心
に
と

め
、こ
れ
か
ら
の
信
仰
生

活
の
励
み
と
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

10
月
８
日
逝
去
。
87
歳
。

１
９
３
３
年
平
戸
市
生
ま

れ
。
50
年
田
平
修
道
院
に
入

会
。
60
年
初
誓
願
、77
年
終

生
誓
願
宣
立
。

　

保
育
士
、園
長
と
し
て
田

平
を
は
じ
め
五
島
、北
松
地

テ
レ
ジ
ア

田
川
ミ
ツ
エ
修
道
女

（
お
告
げ
の
マ
リ
ア
修
道
会
）

区
の
施
設
で
奉
仕
し
、手

品
で
子
ど
も
た
ち
を
喜
ば

せ
た
。
事
業
所
引
退
後
は

共
同
体
の
調
理
に
従
事
し

て
い
た
。
５
年
前
、腰
椎

骨
折
の
た
め
に
病
院
で
治

療
、そ
の
後
、老
人
施
設
の

お
世
話
に
な
っ
た
。
不
自

由
な
体
で
人
生
の
仕
上
げ

の
時
を
愚
痴
を
こ
ぼ
す
こ

と
も
な
く
、穏
や
か
に
苦

し
み
の
時
を
過
ご
し
た
。

　

葬
儀
ミ
サ
・
告
別
式
は

10
月
10
日
、田
平
教
会
で

行
わ
れ
た
。

の
影
響
下
、開
催
が
危
ぶ
ま

れ
た
が
、関
係
者
か
ら
の
声

に
後
押
し
さ
れ
実
施
と
な
っ

た
。
ゆ
り
の
会
主
催
、教
区

人
権
委
員
会
協
力
。

　

山
脇
師
は
説
教
の
中
で

「（
カ
テ
キ
ズ
ム
に
は
）
人
を

殺
す
な
、命
は
神
か
ら
与
え

ら
れ
た
も
の
だ
と
あ
り
ま
す

が
、大
き
な
困
難
、苦
し
み
の

場
合
は
責
任
が
軽
減
さ
れ
て

い
る
の
で
、神
様
に
お
任
せ

し
て
自
死
さ
れ
た
方
々
の
た

め
お
祈
り
い
た
し
ま
し
ょ

う
」
と
語
り
、皆
が
理
解
し
、

受
け
入
れ
合
う
こ
と
の
大
切

さ
も
強
調
し
た
。

　

主
催
者
は
「
参
加
者
か
ら

ゆ
り
の
会
の
活
動
が
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
声

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

こ
と
も
念
頭
に
置
い
て
、毎

年
11
月
の
死
者
の
月
に
追
悼

ミ
サ
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

　
「
教
区
会
計
上
の
重
大
な
不
手
際
に
関
す
る
お
詫
び
と
ご
報
告
」
を
『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
報
』
９
月
号
に
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、お
電
話
、お
手
紙
、フ
ァ
ッ
ク
ス
を
通
し
て
多
数
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、各
地

区
の
司
祭
と
信
徒
の
代
表
が
集
ま
る
、
９
月
21
日
の
教
区
評
議
会
臨
時
総
会
の
中
で
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

質
問
内
容
を
整
理
し
、回
答
を
準
備
し
ま
し
た
。
投
資
・
貸
し
付
け
の
目
的
や
理
由
、そ
の
経
緯
、Ｋ
氏
と
の
関
わ
り
、そ
れ

ぞ
れ
の
責
任
問
題
、今
後
の
具
体
的
対
応
に
つ
い
て
、当
該
各
位
に
答
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
た
だ
総
会
参
加
者
か
ら
の
質

問
を
受
け
る
時
間
が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
、急
き
ょ
質
問
用
紙
を
配
布
し
、後
日
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら

の
質
問
は
10
月
４
日
の
教
区
評
議
会
役
員
会
の
中
で
紹
介
さ
れ
、回
答
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、そ
の
内
容
は
文
書
で
各
地

区
長
司
祭
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、総
会
の
参
加
者
か
ら
は
、教
区
の
対
応
に
対
し
て
「
具
体
性
が
な
く
不
十
分
」
と
の
厳
し
い
ご
指
摘
を
頂
き
ま
し

た
。
責
任
者
の
辞
任
の
可
否
を
問
う
質
問
に
対
し
て
、髙
見
大
司
教
は
「
監
督
者
と
し
て
の
私
の
責
任
を
痛
感
し
、申
し
訳

な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
総
辞
職
と
い
う
道
も
あ
り
ま
す
が
、私
は
、自
分
が
辞
任
す
る
こ
と
で
は
責
任
を
と
る
こ
と
に
は
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
、ま
ず
は
教
区
会
計
の
健
全
化
・
透
明
化
を
早
急
に
推
し
進
め
、教
区
組
織
の
在
り
方

の
再
検
討
を
図
り
、さ
ら
に
は
司
教
と
司
祭
の
生
活
を
刷
新
し
、信
徒
の
皆
様
の
信
頼
回
復
に
努
め
る
こ
と
が
責
任
の
取
り

方
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

同
時
に
、参
加
者
か
ら
「
こ
の
問
題
で
こ
れ
以
上
振
り
回
さ
れ
な
い
た
め
に
も
、教
区
の
欠
損
と
し
て
処
理
し
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、神
父
様
方
に
欠
損
分
の
穴
埋
め
を
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
た
だ
全
力
で
信
徒
の
信
頼
回

復
に
努
め
て
ほ
し
い
」
と
の
声
も
上
が
り
ま
し
た
。

　

現
在
、重
大
な
不
手
際
に
よ
る
「
不
動
産
取
得
資
金
」
の
欠
損
分
を
埋
め
る
た
め
、当
事
者
の
自
助
努
力
な
ら
び
に
大
司

教
と
教
区
顧
問
に
よ
る
負
担
分
と
は
別
に
、教
区
司
祭
団
に
対
し
て
も
寄
付
金
の
協
力
依
頼
を
行
い
ま
し
た
。
寄
付
金
の

動
向
に
つ
き
ま
し
て
は
、年
に
一
度
の
教
区
会
計
報
告
の
中
で
そ
の
状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、会
計
上
の
再
発
防
止
に
関
し
て
は
、会
計
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
第
三
者
の
専
門
家
に
よ
る
調
査
・
提
言
を
依
頼

し
、12
月
上
旬
に
教
区
経
済
問
題
評
議
会
で
話
し
合
い
、そ
の
後
顧
問
会
で
審
議
し
て
、再
発
防
止
策
の
徹
底
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

以
上
、皆
様
の
ご
理
解
を
得
る
た
め
に
は
十
分
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
９
月
以
降
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ

の
経
過
ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　

２
０
２
０
年
11
月
10
日

「
教
区
会
計
上
の
重
大
な
不
手
際
に
関
す
る
問
題
」

　
　
　
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て

カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教
区　

司
教
総
代
理　

中
村 

倫
明

本
部
事
務
局
長　

中
濱 

敬
司
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